
八雲町総合計画町民会議 事業・施策提案シート 
 

産業・雇用グループ 

            

課題テーマ 若い人が出て行く町から、来る町へ（経済活動の活性化） 
提案事業・施策の名称 地域産業育成基金（新チャレンジ基金） 

提案事業・施策の内容 提案事業・施策の取り組みの図解（イメージ） 
＜事業の内容＞ 

◇新たな雇用の創出、所得の増進、起業、他分野への参入、地域産業に根差した経済活動の発展に 

繋がる新規事業に対し助成することで経済活動を活性化させる。 

＜期間＞                        

◇5年間（※事業終了時、効果検証し事業評価する。）    

＜財源＞ 

◇ふるさと応援寄附金を財源とする。 

◇1億円を基金造成し、年間 20,000千円を上限に 5年間取り崩しながら事業を展開する。 

＜助成額及び補助率＞ 

◇1事業に対し、上限 200万円、下限 50万円とする（事業費ベースで 100万円以上）。◇補助率＝対象事業費の 1/2 

＜対象事業＞ 

◇地域の産業に根差した新規雇用の創出、所得の増進、新規産業の発掘（スキマ産業等）、 

起業、他分野への参入等に寄与する新規事業。 

◇雇用と所得を創出することを目標とすることから、文化的な事業は対象外とする。 

◇選考委員会により助成対象か否かを審査・選考する。 

＜選考委員会＞ 

◇役場や銀行の融資担当者等、プロを含めた人員で構成された選考委員会を設置し、審査・選考・事業検証をする。 

＜その他条件等＞ 

◇助成を受けた事業主は事業の経過を 3年間レポート提出し、レポートは町 HPで公開する。 

◇審査会において経営コンサルタント等の支援が必要と判断された新規事業者は、事業開始時と事業開始から 

半年経過時に、経営コンサルタント等のアドバイスを必ず受けることとする。 

＜事業の例＞                       ＜その他＞ 

◇八雲の素晴らしい食材を生かした駅弁を作るプロジェクト。 ◇補助、助成ではなく住民ファンド型融資の手法も 

考えられる。 

 

具体的な目標 期待される効果 
◇5年以上継続している事業が 1つ以上ある。 

◇地域経済の活性化 

◇雇用の創出 

◇人口減少抑制 

◇八雲町のＰＲ 

住民・地域の役割 町（行政）の役割 
◇経済団体（商工会等）へ加入することにより、 

地域住民との繋がりを持つ。 

◇選考委員会への参加 

◇事業の検証 

◇財政的支援 

◇選考委員会の運営 

◇事業のフォローアップ 

◇事業の検証 

 

【背景】 

◇就業場所の確保や雇用の充実を図るなど、経済活動を活発にしなければ、加速する人口減に

歯止めをかけることができない。 

【問題の原因として考えられること】 

◇現状維持等、堅実な経営で満足している。 

◇八雲町の資源を住民が認識できていない。

（外部からは、ポテンシャルがあるとみられている。） 

【課題解決に向けて利用・活用できそうな資源・強み】 

◇水産資源 ◇農産物 ◇自然・動植物（海・山・川が揃っている）◇八雲町の企業  

◇八雲町の住民 ◇ふるさと応援寄附金 ◇歴史・風土 

＜応募者＞ 

◇企業 
 
◇個人 等 

 

新規事業への助成 
【新規事業への助成イメージ】 

＜選考委員会

開催＞ 

◇プロを含め
た委員により
審査・選考 
 
◇厳しい選考
基準により選
考 

＜支援＞ 

◇経営コンサルタン
トや町内有識者から
アドバイス（2回） 

 

・事業スタートアッ
プ時 

 

・事業開始から半年
後 

＜助成金＞ 

◇上限：2,000千
円、下限：500千
円 

 

◇対象事業費の
1/2 

 

事業募集 審査・選考 事業へ助成 事業への支援 経過観察・情報発信 

＜経過観察＞ 

◇事業の経過をレ
ポート報告（3 年
間） 

 

＜情報発信＞ 

◇レポートを町Ｈ
Ｐで公開 

事
業
の
検
証 （

※
選
考
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
） 

【具体的な問題点】 

◇景気の先行き不透明感もあり、地元企業や個人が新規

事業に対して大胆な投資をしない（できていない）。 

◇八雲町の資源を十分に活用できていない、ＰＲできて

いない。 


